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党 県 連 含 活 動 日 誌  :

阜を,早 暑鼈 ン 冒ン 幹義 :
10/3・ 4・ 6 推 薦お願い労組     :
10/7 お かやまいつぽん。野党政策協定調印 :
10/9 高 井たかし氏推薦決定 (常幹) :
10/10 衆 院選公示 ・選挙カー県北   :

13舛3毬ン 訳濯氏):
10/16 共 闘街宣 ・         :

～連日の 「メガホン」街宣   :
10/22 衆 院選投票          :

:10/25 党 県連合定例街宣       :

許
す
結
果
と
な
り
、

改
憲

の
動

き
が
加
速
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、

改
憲

反
対

の
新
党
が
多

く
得
票

（
市
民

・
野
党
共
闘
で

社
民
党
も
推
薦

の
岡
山
１
区

・

高
井
た
か
し
さ
ん
が
当
選

・
比
）

す
る
な
ど
、

国
民
は

「
９
条
改

憲
」

を
選
択

し
た
も

の
で
な

い

こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民

・
野
党

の

絆
を
強
め
、

期
待
に
応
え
ら
れ

る
党
再
建
、

改
憲
阻
止
、

憲
法

を
活
か
す
政
治

の
実
現
に
全
カ

を
あ
げ
ま
す
。

ご
支
援
、

ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

社
民
党
岡
山
県
連
合

代
表

・
宮

日
好
夫

第
４
８
□
総
選
挙
で
は
、

社

民
党

へ
の
ご
支
援

・
ご
協
力
に

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、

社
民
党
は
現
有
２
議

席
に
と
ど
ま
り
、

新
党
が

話
題

と
な
る
な
か
、

党
員

・
支
持
者

の
頑
張
り
に
も

「
比
例
区

・
社

民
党
」

票
を
大
き
く
減
ら
す

こ

と
に
な
り
、

ご
支
援
い
た
だ

い

た
皆
さ
ま
に
お
詫
び

し
ま
す
。

改
憲
勢
力
が

３
の

の
２
超
を

社
民
党
は
全

４
６
５
議
席

の

最
後

の
１
議
席
を
占
め
た
が
、

現
有

２
議
席
に
止
ま
っ
た
。

ま
た
、

新
党
が

話
題
と
な
る

な
か
で

「
比
例
区

・
社
民
党
」

票
を
大
き
く
減
ら
す
厳
し
い
結

果
と
な
っ
た
。
　
一
カ

で
市
民

・

野
党
統

一
候
補

の
高
井
た
か

し

氏
が
当
選

（
比
）

な
ど
、

新
し

い
確
か
な
絆
も
示
さ
れ
た
。

９
月
２８

日
の
臨
時
国
会
冒
頭

解
散
に
、

野
党
各
党
は

一
斉
に

「
疑
惑
隠
ぺ
い
解
散
」

と
批
判

し
た
。

国
民

の
関
心
は
い
ま
ひ

と

つ
で
、

公
示
ま

で
の
野
党

の

動
き
に
も
多
＜

の
疑
間
が
寄
せ

ら
れ
た
。

社
民
党
は
、

保
守
２

大
政
党

の
流
れ
に
は
５
し
な
い

と
表
明
、

選
挙
戦
で
は
、

安
倍

暴
走
政
治

ス
ト
ツ
プ
、

憲
法
を

活
か
す
政
治

の
実
現
を
訴
え
、

野
党
共
闘
と
選
挙
区
の
す
み
劣

け
を
す
す
め
た
。

岡
山
で
は
、

昨
年

の
参
院
選

で
野
党
共
闘
で
統

一
候
補

の
実

現
に
力
を
尽
く
し
た

「
お
か
や

ま

い
っ
ぽ
ん
」

を
仲
立
ち
に
政

策
協
定
を
調
印

（
写
真
上
）
、

１
区
で
統

一
候
補
を
実
現
し
、

ｄ
ョ
Ｈ

党
県
常
任
幹
事
会

（
持
ち
回
り
）

れ
た
」
、

「
次
は
改
憲
」

と

い
う

で
推
薦
決
定
、

「
比
例
区

・
社
　
ヨ
ロ
イ
が
透
け
て
見
え
る

▼
振
り

民
党
」

と
セ
ツ
ト
で
票
の
拡
大
　
返
っ
て
、

私
た
ち

の
発
信
し
た
言

に
全
力
を
上
げ

た
。
　

　

　

　

　

葉
は
ど
う
伝
わ
っ
た
か
。

選
挙
後

選
挙
カ
ー
が

３
日
し
か
県
内
　
の
会
話
で

「
”

反
対
”
は
間
き
飽

に
入
れ
な
い
な
か
、

県
南
を
中
　
き
た
」

と
い
わ
れ

て

「
ハ
タ
」

と

ｂ
に

「
比
例
区

・
社
民
党
」

を
　
者
え
た
。

選
挙
カ
ー

の
前
を
行
き

訴
え
、

日
常
活
動
で
は
短
期
間
　
一客
つ
人

の
多
く
が
手

の
中

の
小
さ

で

「
新
報
暑
外
」

３

・
５
万
部
　
な
画
面
に
目
を
落
と
し
て
い
る
い

配
布
、

あ
る
党
員
は
１
万
配
布
　
ま
、

伝
え
る
に
も
新
し
い
発
想
が

な
ど

の
頑
張
り
を
示
し
た
。
　

　

必
要
か
。

間
く
人
を
ひ
き

つ
け
る

ま
た
、

限
ら
れ
た
選
挙
活
動
　
に
は
天
分
も
あ
ろ
う
が

「
こ
れ
は

で
も
党
員

の
頑
張
り
で
、

連

日
　
ど
う
思
う
か
」

「
９
条
改
憲
を

一

岡
山
市
内
中
心
に

「
メ
ガ
ホ

ン
」

緒
に
考
え
よ
う
」

と

い
う
声
か
け

写
真

下
）

で
比
例
票

の
拡
大
を
　
か

▼
社
民
党

で
も

「
あ

の
日
か
ら
、

図
っ
た
。

幹
事
長

・
試
本
恒
夫
　
パ
パ
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
」

と

い
う
ポ

ス
タ
ー

が
注
目
さ
れ
た
。

「
言
葉
は
そ
の
人
を
表
す
」

と

い

う
が
、

浅
学

の
ヨ
に
は
、

す
ぐ
に

は
如
何
と
も
し
が
た
い
。

（
の
）

一 。だ
肛
学 ‥
ぎ
．一
誘
ま
一一
．…
…

・・・・．
…

”
「
新
報
」
読
者
会
　
　
　
　
　
　
¨

”　
‐１
月
７
日
（
第
２
火
）
１
８
時
¨

¨
弓
之

町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」
　

”

一※耐調解距
一調妹随ド
畑姫鵬一

¨
い
す
れ
も
岡
山
社
会
文
化
会
館
　
¨

いっぽんの投票へ行こうと朝立ちにも参加
メガホンで比例区・社民党を訴え

乞昌宮3書骨曾:昌く`透ミみ
ぎ じ 倍 し 相 つ 勢 げ 冒 会 た 走
は る 首 た は た 力 て 頭 を か 政
済
°
相 が ¬ ▼ が 始 解 自

°
治

ん そ に
｀
謙 選 3ま 散 ら 議 も

だ の し 暴 虚 挙 劣 つ ¬ 否 論 こ°
言 て 走

L後
の た 国 定 の こ

信 葉 何 を の の 2衆 難 し 府 ま
任 の と 続 言 会 を 院 突 た の で
さ 下 も け 葉 見 占 選 破 臨 国 き

メ
し

根室ながきり昆布
200g l000円
社民党県連合まで

市民。野党共闘の統一候補の

!鉛

11/19 15:OO～ 9条
基調講演 :山□二郎氏
岡山勤労者福祉センター5F
戦争をさせない1000人 委員会

11/3 13i00～ 16:30
憲法公布記念のつどい
講演 「共謀罪の危険性と今後の…」
:高山佳奈子  当 日券1000・ ・

11/3 12:30～ 13:00
アベ政治を許さないプラスター行動
岡山駅西□ さ んすて前 (雨天決行)
総がかり岡出


